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会会員員数数：：令令和和２２年年 1100 月月１１日日現現在在    663300 名名（（女女性性：：115577 名名  男男性性：：447733 名名））  

シシルルババーー    令和２年１０月 

つるがしま  第８７号 

            SSiillvveerr  TTssuurruuggaasshhiimmaa  

表紙掲載作品募集 
皆様の自慢作品を表紙に掲載致したいと思います。ジャンルは問いませんが、特に「「書書」」の応募お待

ちしております。お問い合わせは広報委員会または事務局へ 
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請請負負・・派派遣遣  事事業業実実績績報報告告((令令和和２２年年４４月月かからら令令和和２２年年８８月月))  

※新型コロナウイルスに伴う緊急事態宣言発令など、その影響を余儀なく受けており、特に派遣事業は昨

年と比べ事業実績が減少傾向となりました。 

● 請請負負事事業業実実績績  

目標契約額は11,４00 万円でしたが、昨年同期比約９３％の1０,600 万円と減少となりました。 

受注件数は、昨年と比較し個人１３７件、民間２６件、公共８件と合計１７１件の減少となりました。 

年頭の目標である、高齢者に対応した請負事業の開拓を推し進めることとします。 

● 派派遣遣事事業業実実績績  

契約額は、同期比で昨年の2,900 万円に対し今期は2,600 万円の９０.２％と１０％近くの減少となり

ました。 

年間契約額目標は7,900 万円、８月現在の達成率は約４０％となっています。 

就業延人員は年間目標15,200 人日ですが８月現在5,754 人日と約３８％の達成率となっています。 
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３月 ２月 １月 １２月 １１月 

未
定 

1100
日日
（（
水水
））  

第
3
回
地
域
班
正
副
班
長 

会
議   

（
当
セ
ン
タ
ー
） 

中中
旬旬
かか
らら
下下
旬旬
頃頃  

職
群
班
個
別
会
議  

（
当
セ
ン
タ
ー
） 

２２
月月
中中
旬旬
かか
らら
３３
月月
中中
旬旬 

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
開
催 

予
定 

 

（
当
セ
ン
タ
ー
） 

下下
旬旬
頃頃    

会
員
新
春
親
睦
会 

未
定 

第
2
回
（（
11
日日
～～
3311
日日
）） 

安
全
就
業
強
化
月
間
実
施 

99
日日
（（
水水
））  

花
の
寄
せ
植
え
講
習
会 

（
当
セ
ン
タ
ー
） 

７７
日日
（（
土土
））  

ら
く
ら
く
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

（
下
新
田
・
高
倉
周
辺
） 

2266
日日
（（
木木
））  

第
2
回
職
群
班
班
長
会
議 

（
当
セ
ン
タ
ー
） 

総総  

務務  

委委  

員員  

会会  

委委
員員
長長  

栁栁
沢沢  

弘弘  

会
員
拡
大
、
地
域
班
の
活
性
化
等
、
行
動
計
画
に
基
づ
き 

各
種
事
業
を
推
進
し
ま
す
。 

①① 

専専
従従
員員
、、
地地
域域
班班
にに
よよ
るる
会会
員員
拡拡
充充  

②② 

地地
域域
班班
のの
活活
性性
化化
にに
つつ
なな
がが
るる
新新
しし
いい
形形
式式
でで
のの
地地
域域
班班  

連連
絡絡
会会
議議
のの
在在
りり
方方
にに
つつ
いい
てて
検検
討討  

 

令令和和２２年年度度下下半半期期行行事事予予定定表表  

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染予予防防対対策策でで当当初初のの計計画画がが大大幅幅にに変変更更又又はは中中止止等等ににななりりままししたた。。  

情
報
発
信
委
員
会
と
し
て
皆
様
に
有
意
義
な
情
報
の
発
信

と
各
種
ご
案
内
、
ご
連
絡
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

①① 

広広
報報
紙紙
「「
シシ
ルル
ババ
ーー
つつ
るる
がが
しし
まま
」」
をを
年年
４４
回回
発発
行行  

②② 

創創
立立
３３５５
周周
年年
記記
念念
特特
集集
号号
をを
発発
行行  

③③ 
ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ
やや
ポポ
スス
タタ
ーー
チチ
ララ
シシ
のの
作作
成成
支支
援援  

 

会
員
の
皆
様
と
共
に
、
自
主
・
自
立
・
共
助
を
基
本
理
念

に
、
良
質
な
就
業
先
を
紹
介
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。 

①① 

未未
就就
業業
者者
のの
皆皆
ささ
んん
にに
、、
１１
日日
もも
早早
くく
就就
業業
でで
きき
るる
よよ
うう
努努

力力
すす
るる  

⓶⓶  

働働
きき
方方
改改
革革
とと
効効
率率
的的
なな
仕仕
事事
のの
在在
りり
方方
をを
導導
入入
しし
、、
素素
早早  

くく
対対
応応
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
改改
革革  

会
員
の
み
な
さ
ま
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
遵
守
し
て
、
就

業
ト
ラ
ブ
ル
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
良
い
職
場

環
境
作
り
を
推
進
し
て
行
き
ま
す
。 

①① 

就就
業業
形形
態態
のの
確確
認認
（（
請請
負負
・・
派派
遣遣
のの
棲棲
みみ
分分
けけ
））  

②② 

フフ
レレ
イイ
ルル
のの
確確
認認
反反
映映  

 

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
、
諸
々
の
講
習
会
の
開
催
は
制
限
さ
れ
ま

す
。
こ
の
一
年
は
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
守
る
。
自
分
の
身

体
能
力
を
認
識
し
、
そ
の
範
囲
で
就
業
し
て
い
た
だ
き
、
安

全
を
確
保
す
る
。
そ
の
た
め
に
「
健
康
第
一
」
で
お
願
い
し

ま
す
。 

女
性
委
員
が
輝
け
る
よ
う
魅
力
あ
る
事
業
を
展
開
し
女

性
会
員
の
入
会
促
進
に
努
め
ま
す
。 

①① 

「「
フフ
レレ
イイ
ルル
予予
防防
教教
室室
」」
をを
広広
くく
展展
開開
すす
るる  

②② 

生生
活活
・・
家家
事事
支支
援援
業業
務務
のの
開開
拓拓
やや
スス
キキ
ルル
アア
ッッ
ププ
研研
修修
等等
、、

役役
立立
つつ
内内
容容
のの
講講
習習
会会
をを
開開
催催  

③③ 

「「
つつ
どど
いい
」」
をを
開開
催催
しし
会会
員員
のの
親親
睦睦
をを
図図
るる  

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
裏
方
と
し
て
事
務
面
で
の
充
実 

強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

①① 

事事
務務
局局
組組
織織
のの
効効
率率
化化
をを
図図
るる
とと
とと
もも
にに
、、
経経
理理
事事
故故
のの  

再再
発発
防防
止止
にに
努努
めめ
まま
すす  

②② 

予予
算算
のの
適適
正正
なな
執執
行行
をを
図図
りり
、、
経経
費費
のの
抑抑
制制
にに
努努
めめ
まま
すす  

団
体
事
業
が
困
難
な
今
年
度
で
す
が
、
会
員
相
互
の
親
睦
を

図
る
為
の
場
を
ご
提
供
で
き
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。 

①① 

市市
内内
らら
くく
らら
くく
ウウ
ォォ
ーー
キキ
ンン
ググ
のの
開開
催催  

②② 

花花
のの
寄寄
せせ
植植
ええ
講講
習習
会会
開開
催催  

  

委委
員員
会会
・・
事事
務務
局局  

今今
年年
度度
のの
主主
なな
取取
りり
組組
みみ  

広広  

報報  

委委  

員員  

会会  

委委
員員
長長  

中中
村村  

道道
典典  

福福
利利
厚厚
生生
委委
員員
会会  

委委
員員
長長  

永永
野野
エエ
ミミ
子子  

業業  

務務  

委委  

員員  

会会  

委委
員員
長長  
神神
谷谷  

  

修修  

就就
業業
適適
正正
委委
員員
会会  

委委
員員
長長  

佐佐
久久
間間
孝孝
次次  

安安
全全
衛衛
生生
委委
員員
会会  

委委
員員
長長  

酒酒
井井  

公公
二二  

女女  

性性  

委委  

員員  

会会  

委委
員員
長長  

駒駒
形形  

農農
子子  

事事    

務務    

局局      

事事
務務
局局
長長  

松松
村村  

和和
弘弘  
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化化
をを
図図
るる
とと
とと
もも
にに
、、
経経
理理
事事
故故
のの  

再再
発発
防防
止止
にに
努努
めめ
まま
すす  

②② 

予予
算算
のの
適適
正正
なな
執執
行行
をを
図図
りり
、、
経経
費費
のの
抑抑
制制
にに
努努
めめ
まま
すす  

団
体
事
業
が
困
難
な
今
年
度
で
す
が
、
会
員
相
互
の
親
睦
を

図
る
為
の
場
を
ご
提
供
で
き
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。 

①① 

市市
内内
らら
くく
らら
くく
ウウ
ォォ
ーー
キキ
ンン
ググ
のの
開開
催催  

②② 

花花
のの
寄寄
せせ
植植
ええ
講講
習習
会会
開開
催催  

  

委委
員員
会会
・・
事事
務務
局局  

今今
年年
度度
のの
主主
なな
取取
りり
組組
みみ  

広広  

報報  

委委  

員員  

会会  

委委
員員
長長  

中中
村村  

道道
典典  

福福
利利
厚厚
生生
委委
員員
会会  

委委
員員
長長  

永永
野野
エエ
ミミ
子子  

業業  

務務  

委委  

員員  

会会  

委委
員員
長長  

神神
谷谷  

  

修修  

就就
業業
適適
正正
委委
員員
会会  

委委
員員
長長  

佐佐
久久
間間
孝孝
次次  

安安
全全
衛衛
生生
委委
員員
会会  

委委
員員
長長  

酒酒
井井  

公公
二二  

女女  

性性  

委委  

員員  

会会  

委委
員員
長長  

駒駒
形形  

農農
子子  

事事    

務務    

局局      

事事
務務
局局
長長  

松松
村村  

和和
弘弘  

令和２年１０月         シルバーつるがしま              第８７号 
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請請負負・・派派遣遣  事事業業実実績績報報告告((令令和和２２年年４４月月かからら令令和和２２年年８８月月))  

※新型コロナウイルスに伴う緊急事態宣言発令など、その影響を余儀なく受けており、特に派遣事業は昨

年と比べ事業実績が減少傾向となりました。 

● 請請負負事事業業実実績績  

目標契約額は11,４00 万円でしたが、昨年同期比約９３％の1０,600 万円と減少となりました。 

受注件数は、昨年と比較し個人１３７件、民間２６件、公共８件と合計１７１件の減少となりました。 

年頭の目標である、高齢者に対応した請負事業の開拓を推し進めることとします。 

● 派派遣遣事事業業実実績績  

契約額は、同期比で昨年の2,900 万円に対し今期は2,600 万円の９０.２％と１０％近くの減少となり

ました。 

年間契約額目標は7,900 万円、８月現在の達成率は約４０％となっています。 

就業延人員は年間目標15,200 人日ですが８月現在5,754 人日と約３８％の達成率となっています。 
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脚脚
折折
班班 

 

（
新
任
）
副
班
長 

  

本本
田田  

徹徹  
 

  

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止

等
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
シ
ル
バ
ー
に
お
い

て
も
各
種
行
事
に
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
社
会
の 

福
祉
向
上
、
活
性
化
に
貢
献
し
、 

ま
た
友
人
・
知
人
を
得
て
社
会 

と
の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
健
康 

で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
実
現 

す
べ
く
、
副
班
長
と
し
て
シ
ル
バ
ー
の
活
性

化
に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
皆
様
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

   

太太
田田
ヶヶ
谷谷
・・
三三
ツツ
木木
班班  

（
新
任
）
副
班
長 

  

有有
馬馬  

京京
子子 

太
田
ヶ
谷 
・ 
三
ツ
木
地
域
班
に
所
属 

す
る
会
員
同
士
の
交
流
や
親
睦
が
図
れ
る

様
地
域
班
活
動
に
微
力
な
が
ら
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

南南
町町
・・
松松
ヶヶ
丘丘
班班            

 
(

新
任) 

  

副
班
長 

 

吉吉
田田  

初初
恵恵 

数
十
年
前
の
松
ヶ
丘
・
南
町
は
宅
地 

開
発
の
真
盛
り
で
し
た
。 

今
こ
の
地
で
シ
ル
バ
ー
会
員
が 

増
え
て
い
く
事
を
願
い
、
地
域 

に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば 

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
内
容
等
で
は
、
地
域
班
連
絡

会
議
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。 

 

そ
こ
で
、
７
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
地

域
班
正
副
班
長
会
議
で
の
協
議
を
踏
ま
え
、

８
月
の
理
事
会
決
議
に
よ
り
、
地
域
班
運
営

検
討
諮
問
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
諮
問
委
員
会
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

班
連
絡
会
議
の
内
容
や
開
催
規
模
等
の
あ
り

方
を
総
合
的
に
検
討
し
、
理
事
長
に
答
申
し

ま
す
。
９
月
２
日
に
は
そ
の
初
会
合
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

◆

委委
員員
のの
ごご
紹紹
介介  

◆◆  

委 

員 

長 

山山
本本  

敏敏
弘弘 

理
事 

副
委
員
長 

栁栁
沢沢  

  

弘弘   

副
理
事
長 

委 

員 
 

安安
藤藤  

悦悦
郎郎  

下
新
田
班
副
班
長 

委 

員 
 

中中
村村  

正正
博博 

富
士
見
班
班
長 

委 

員 
 

吉吉
澤澤  

  

繁繁  

太
田
ヶ
谷 

・
三
ツ
木
班
班
長 

（（
注注
））
委
員
の
氏
名
は
、
五
十
音
順
に
記
載

し
て
い
ま
す
。 

地地
域域
班班
運運
営営
検検
討討  

諮諮
問問
委委
員員
会会
がが
発発
足足  

【【
主主
なな
任任
務務
、、
責責
務務
、、
任任
期期
（（
抜抜
粋粋
））】】    

・
セ
ン
タ
ー
の
目
的
の
周
知
、
相
互
の
自
主
性
を
高
め
業
務
の
推
進
に
努
め
る
。 

・
会
員
に
対
す
る
連
絡
事
項
の
伝
達
及
び
文
書
等
の
配
布
に
関
す
る
こ
と
。 

・
会
員
の
意
見
、
希
望
等
の
伝
達
調
整
に
関
す
る
こ
と
。 

・
副
班
長
は
班
長
を
補
佐
し
連
帯
し
て
任
務
に
当
た
る
。・
任
期
は
２
年
と
す
る
。 

  
  

  
  

  
  

  
  

（（
９９
月月
末末
日日
現現
在在
））  

脚脚
折折
班班  

（
会
員
数
67
名
） 

 
 

 

班 

長 
 

 
 

増増
田田  

  

滋滋  

 
 

 

副
班
長 

新
任 

本本
田田  

  

徹徹  

脚脚
折折
町町
班班
（
会
員
数
53
名
） 

 
 

 

班 

長 
 

 
 

松松
本本  

幸幸
男男 

 
 

 

副
班
長 

 
 

 

枦枦
木木  

秀秀
昭昭  

藤藤
金金
班班  

（
会
員
数
111
名
） 

 
 

 

班 

長 
 

 
 

山山
本本  

敏敏
弘弘 

 
 

 

副
班
長 

 
 

 

原原
田田  

伸伸
一一  

副
班
長 

新
任 

 

鶯鶯  
  

敏敏
雄雄  

西西
部部
班班  

（
会
員
数
50
名
） 

班 

長 
 

 
 

吉吉
川川  

敏敏
夫夫 

副
班
長 

 
 

  

見見
川川  

  

徹徹  
下下
新新
田田
班班  

（
会
員
数
74
名
） 

班 

長 
 

 
 

比比
企企  

文文
夫夫 

副
班
長 

 
 

 

安安
藤藤  

悦悦
郎郎  

太太
田田
ヶヶ
谷谷
・・
三三
ツツ
木木
班班
（
会
員
数
23
名
） 

班 
長 

 
 

 

吉吉
澤澤  

  

繁繁 

副
班
長 
新
任 

有有
馬馬  

京京
子子  

上上
広広
谷谷
班班  

（
会
員
数
48
名
） 

班 

長 
 

 
 

斉斉
藤藤  

剛剛
太太
郎郎 

副
班
長 

 
 

 

佐佐
藤藤  

善善
明明  

五五
味味
ヶヶ
谷谷
班班  

（
会
員
数
11
名
） 

班 

長 
 

 
 

 

瀧瀧  
    

潔潔 

副
班
長 

新
任 

長長
谷谷
川川  
哲哲
雄雄  

富富
士士
見見
班班
（
会
員
数
88
名
） 

班 

長 
 

 
 

中中
村村  

正正
博博 

副
班
長 

 
 

 

今今
野野  

正正
一一  

鶴鶴
ヶヶ
丘丘
班班
（
会
員
数
36
名
） 

班 

長 
 

 
 

栗栗
山山  

幸幸
雄雄 

副
班
長 

新
任 

松松
宮宮    

昭昭
雄雄  

南南
町町
・・
松松
ヶヶ
丘丘
班班        

（
会
員
数
69
名
） 

班 

長 
 

 
 

福福
田田  

  

茂茂 

副
班
長 

新
任 

吉吉
田田  

初初
恵恵 

五五
味味
ヶヶ
谷谷
班班  

（
新
任
） 

副
班
長 

長長
谷谷
川川  

哲哲
雄雄  

  

心
配
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
第
２
波 

も
少
し
落
ち
着
き
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て 

い
ま
す
が
、
経
済
活
動
の
落
ち
込
み
は
、 

弱
者
の
生
活
を
さ
ら
に
苦
し
め
て
い
る 

よ
う
で
す
。 

 

こ
う
し
た
社
会
不
安
を
か
か
え
る
中
、 

６
月
か
ら
副
班
長
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

「
老
い
た
」
と
嘆
く
の
で
は
な
く
、 

皆
様
と
共
に
社
会
と
つ
な
が
り
、 

微
力
で
も
地
域
に
貢
献
し
、
健
康 

で
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
、 

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
行
け
た
ら
幸
い
で

す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

藤藤
金金
班班  

（
新
任
） 

副
班
長 

 

鶯鶯  
  

敏敏
雄雄  

 

入
会
１
年
目
の
新
参
者
で
す
が
、 

こ
の
度
、
副
班
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
人
と
の
接
触
制
限 

が
叫
ば
れ
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、 

「
社
会
と
の
繋
が
り
を
持
ち
、 

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
」 

の
目
的
達
成
に
向
け
一
助
と
な
れ
る
よ
う 

努
力
致
し
ま
す
。 

地地  

域域  

班班  

長長
・・
副副  

班班  

長長  

ごご  

紹紹  

介介  

とと  

新新  

任任  

のの  

ごご  

挨挨  

拶拶    

鶴鶴
ヶヶ
丘丘
班班  

  

（
新
任
） 

副
班
長 

松松
宮宮  

昭昭
雄雄 

 

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状
況
で
す 

 

が
栗
山
班
長
と
協
力
し
な
が
ら 

班
活
動
に
取
り
組
み
た
い
と 

思
い
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

令和２年１０月         シルバーつるがしま              第８７号 
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請請負負・・派派遣遣  事事業業実実績績報報告告((令令和和２２年年４４月月かからら令令和和２２年年８８月月))  

※新型コロナウイルスに伴う緊急事態宣言発令など、その影響を余儀なく受けており、特に派遣事業は昨

年と比べ事業実績が減少傾向となりました。 

● 請請負負事事業業実実績績  

目標契約額は11,４00 万円でしたが、昨年同期比約９３％の1０,600 万円と減少となりました。 

受注件数は、昨年と比較し個人１３７件、民間２６件、公共８件と合計１７１件の減少となりました。 

年頭の目標である、高齢者に対応した請負事業の開拓を推し進めることとします。 

● 派派遣遣事事業業実実績績  

契約額は、同期比で昨年の2,900 万円に対し今期は2,600 万円の９０.２％と１０％近くの減少となり

ました。 

年間契約額目標は7,900 万円、８月現在の達成率は約４０％となっています。 

就業延人員は年間目標15,200 人日ですが８月現在5,754 人日と約３８％の達成率となっています。 
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事事
故故
多多
発発
にに
つつ
いい
てて  

安
全
衛
生
委
員
長 

酒酒
井井  

公公
二二 

 

事
故
内
容
は
、
大
半
が
本
人
不
注
意

に
よ
る
も
の
、
及
び
現
場
の
環
境
（
状

況
）
を
的
確
に
把
握
し
な
い
ま
ゝ
就
業

し
た
事
に
起
因
し
て
い
ま
す
。 

我
々
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
依
頼
さ

れ
た
諸
業
務
を
安
全
か
つ
完
全
に
遂
行

す
る
こ
と
が
第
一
主
義
で
す
。 

事
故
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
り
自
分
は

も
と
よ
り
ご
家
族
に
も
心
配
を
掛
け
ま

す
。 又

、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
も
こ
の
業
務

を
任
せ
て
大
丈
夫
な
の
か
と
の
不
信
感

が
で
て
く
る
事
も
あ
る
で
し
ょ
う
。 

こ
う
な
る
と
、
こ
の
業
務
の
依
頼
停

止
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。 

と
に
か
く
、
ま
ず
、
ご
自
分
の
安
全

を
考
え
て
行
動
し
、
自
分
自
身
を
守
っ

て
下
さ
い
。 

睡
眠
を
十
分
と
っ
て
万
全
の
体
調
で

集
中
し
て
就
業
し
て
下
さ
い
。 

み
ん
な
高
齢
者
で
す
。
他
人
の
事
ま

で
目
配
り
で
き
る
人
は
少
な
い
で
す
。 

自自
分分
のの
ここ
とと
はは
自自
分分
でで  

安全は家族の願い 

自分の身は自分で守りましょう 

事事  故故  一一覧覧（（令令和和22 年年44 月月かからら令令和和22 年年88 月月ままででのの情情報報）） 

NNoo．．  
事事故故発発生生日日  

年年齢齢  
発発生生  
区区分分  

事事故故  
原原因因  

傷傷害害名名称称  
部部    位位  

事事    故故    概概    要要  

1 
4 月28 日 

75 歳(女) 
就業中 

安全確認 

の不履行 
右膝ヒビ 清掃中、掃除機のコードに引っ掛かり、前方につまずいてし

まった。 

2 
7 月 6 日 

77 歳(男) 
就業中 

安全確認 

の不履行 
頭部打撲 除草後の集草中、フェンス下のロープに頭部を接触した。 

3 
7 月24 日 

74 歳(男) 
就業中 

安全確認 

の不履行 

頭部 

切り傷 
作業場を出入りする際、電話機の取り付け台に頭部を接触し

た。 

NNoo．．  
事事故故発発生生日日  

年年齢齢  
発発生生  
区区分分  

事事故故  
原原因因  

損損害害箇箇所所  事事    故故    概概    要要  

1 

 

6 月12 日 

78 歳(男) 
就業中 

 

安全確認 

の不履行 

 

相手車両 

の側面 

カート整理作業中、お客様対応時に誤ってカートに手が触

れ、動いたカートが駐車していた車両側面に接触した。 

2 
6 月12 日 

不明 
就業中 

安全確認 

の不履行 

相手車両 

後部窓 
草刈作業中、駐車していた車両後部窓に石が飛び、破損させ

た。 

3 
6 月17 日 

76 歳(男) 
就業中 

安全確認 

の不履行 

カーポート 

天板 
隣家の植木を剪定する際に、カーポートの上に乗って作業を

行い、カーポート天板を変形させた。 

4 
7 月 6 日 

77 歳(男) 
就業中 

安全確認 

の不履行 
壁紙 棚を外す作業中、ビスが残っている状態で棚が前に倒れ、 

その勢いで残っているビスで壁紙を損傷させた。 

5 
8 月 5 日 

75 歳(男) 
就業中 

安全確認 

の不履行 

相手車両 

側部窓 

草刈作業中、駐車していた車両左側部の窓ガラスに石が 

飛び、破損させた。 

賠賠  償償  

傷傷  害害  

緊緊
急急
安安
全全
連連
絡絡
会会
議議
のの
開開
催催  

 

刈
払
機
に
よ
る
飛
石
事
故
が
２
件

発
生
。
事
故
原
因
を
調
べ
る
と
作
業

前
の
安
全
確
認
不
足
と
防
止
ネ
ッ
ト

の
張
り
方
が
主
な
原
因
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
刈
払
機
を
使
用
す
る
職
群

班
５
班
に
対
し
て
緊
急
安
全
連
絡
会

議
を
開
催
し
た
。 

会
議
で
は
、
①
2
件
の
事
故
報

告
の
確
認
と
今
後
の
安
全
対
策
で
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
②
危
険
予
知
活

動
（

）
で
、
過
去
の
現
場
写
真

を
基
に
各
班
よ
り
、
刈
る
進
行
や
防

止
ネ
ッ
ト
の
張
り
方
等
様
々
な
意
見

が
あ
り
、
安
全
作
業
の
共
有
を
図
っ

た
。 

危危険険予予知知にによよるる班班毎毎のの意意見見交交換換  

令和２年１０月         シルバーつるがしま              第８７号 
 

 ２  

                                 

                                 

                                 

                      

請請負負・・派派遣遣  事事業業実実績績報報告告((令令和和２２年年４４月月かからら令令和和２２年年８８月月))  

※新型コロナウイルスに伴う緊急事態宣言発令など、その影響を余儀なく受けており、特に派遣事業は昨

年と比べ事業実績が減少傾向となりました。 

● 請請負負事事業業実実績績  

目標契約額は11,４00 万円でしたが、昨年同期比約９３％の1０,600 万円と減少となりました。 

受注件数は、昨年と比較し個人１３７件、民間２６件、公共８件と合計１７１件の減少となりました。 

年頭の目標である、高齢者に対応した請負事業の開拓を推し進めることとします。 

● 派派遣遣事事業業実実績績  

契約額は、同期比で昨年の2,900 万円に対し今期は2,600 万円の９０.２％と１０％近くの減少となり

ました。 

年間契約額目標は7,900 万円、８月現在の達成率は約４０％となっています。 

就業延人員は年間目標15,200 人日ですが８月現在5,754 人日と約３８％の達成率となっています。 
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主主なな請請負負事事業業  主主  なな  業業  務務  内内  容容  人人数数  

管管  理理  老老人人福福祉祉セセンンタターーのの受受付付業業務務、、施施設設内内清清掃掃業業務務  99 名名  

一一般般作作業業  

        

9911 名名  

ササーービビスス  福福祉祉施施設設ででのの朝朝食食づづくくりり、、家家庭庭内内清清掃掃やや食食事事づづくくりり、、外外回回りり清清掃掃ななどど  88 名名  

主主なな派派遣遣事事業業  主主  なな  業業  務務  内内  容容  人人数数  

事事務務的的職職業業  診診察察前前のの準準備備・・事事務務補補助助業業務務                            22 名名  

販販売売のの職職業業  レレジジ接接客客業業務務  66 名名  

ササーービビスス職職業業  小小学学校校学学力力向向上上支支援援業業務務・・小小学学校校校校務務員員業業務務            88 名名  

運運搬搬//清清掃掃//梱梱包包等等
のの職職業業  

中中学学校校校校務務員員業業務務・・調調理理補補助助業業務務・・商商品品入入出出庫庫補補助助業業務務  66 名名  

請請負負事事業業・・派派遣遣事事業業のの就就業業実実人人員員合合計計    112222 名名（（女女性性会会員員のの7777..77％％））  

診診察察前前のの準準備備・・事事務務補補助助業業務務  
歴半年 3.5 時間/日 ３日/週 

病院でカルテの整理や予約表の用紙の
作成などを専門にやっています。家か
ら近くて通うのも楽です。新人ですが
病院のお役にたてれば嬉しいです。 

調調理理補補助助業業務務  歴１年 ２.5 時間/日  
デイサービスで２５人前後の昼食の
調理補助をしています。ひとりの業
務なので忙しい時は、職員さんが手
伝ってくださるので、助かります。
今元気で働けて幸せです。 

レレジジ接接客客業業務務  歴４年 ４時間/日 
レジの仕事をしています。人と接す
る事が好きなので、楽しく働いてい
ます。また派遣先の従業員さんが仲
間のように接してくれて、恵まれた
職場だと思っています。 

 

● 鶴鶴ヶヶ島島市市のの６６００歳歳以以上上人人口口  2233,,884433 人人    そそのの内内女女性性市市民民    1122,,776611 人人      女女性性比比率率    5533..55％％  

● 当当セセンンタターーのの全全会会員員数数            662288 人人    そそのの内内女女性性会会員員            115577 人人      女女性性比比率率        2255％％  

● 当当セセンンタターーのの女女性性最最高高年年齢齢        8822 歳歳    最最低低年年齢齢          6622 歳歳      平平均均年年齢齢    7722..44 歳歳  

● 女女性性のの平平均均就就業業日日数数      1111..88 日日（（月月間間））        平平均均収収入入    3344,,007733 円円（（月月額額））  

家家事事支支援援業業務務    歴3 年 2 日/週 
家庭内清掃、簡単な食事作りをしてい
ます。家事の経験が活かせる事が嬉し
いです。女性会員の仕事が思ったより
いろいろあって、早くシルバーに入れ
ば良かったと思っています。 
  

女女性性セセミミナナーー  

学学力力向向上上支支援援業業務務    
歴３年 ２時間/日 ３日/週 

小学校の教室で２～６年生に放課後
算数を教えています。一生懸命取組
んでくれる事と、生徒一人ひとりに
きめ細かな教え方をして分かったと
いう言葉を聞けると嬉しいです。 
  

旅旅  行行  
男男性性会会員員へへのの  

料料理理指指導導  女女性性会会員員のの集集いい  各各種種同同好好会会  

野野菜菜荷荷作作りり業業務務    歴6 年 3 日/週  
収穫されたほうれん草など、旬の野
菜を出荷出来るように整えて袋詰め
する仕事をしています。最終チェッ
クなので気は抜けません。その他種
蒔きやすだちの収穫なども有り、楽
しく働いています。 

 
 

フフレレイイルル予予防防教教室室  

（（シシルルババーーのの業業務務ははダダブブルルワワーーククOOKK でですす！！））  

 女女  性性  会会  員員  特特  集集  ！！ 

懇懇親親会会  

民民間間会会社社内内のの清清掃掃業業務務・・店店内内外外清清掃掃業業務務・・ママンンシショョンン共共有有部部分分清清掃掃業業務務  

民民間間食食品品関関係係会会社社ののトトイイレレ・・外外回回りり・・食食堂堂清清掃掃業業務務    

園園庭庭、、園園舎舎のの清清掃掃業業務務・・公公園園清清掃掃業業務務・・衣衣類類洗洗濯濯、、たたたたみみ等等業業務務・・野野菜菜荷荷造造りりななどど 
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請請負負・・派派遣遣  事事業業実実績績報報告告((令令和和２２年年４４月月かからら令令和和２２年年８８月月))  

※新型コロナウイルスに伴う緊急事態宣言発令など、その影響を余儀なく受けており、特に派遣事業は昨

年と比べ事業実績が減少傾向となりました。 

● 請請負負事事業業実実績績  

目標契約額は11,４00 万円でしたが、昨年同期比約９３％の1０,600 万円と減少となりました。 

受注件数は、昨年と比較し個人１３７件、民間２６件、公共８件と合計１７１件の減少となりました。 

年頭の目標である、高齢者に対応した請負事業の開拓を推し進めることとします。 

● 派派遣遣事事業業実実績績  

契約額は、同期比で昨年の2,900 万円に対し今期は2,600 万円の９０.２％と１０％近くの減少となり

ました。 

年間契約額目標は7,900 万円、８月現在の達成率は約４０％となっています。 

就業延人員は年間目標15,200 人日ですが８月現在5,754 人日と約３８％の達成率となっています。 
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藤
金
班 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐佐
々々
木木  
久久
子子  

  

以
前
か
ら
時
間
の
余
裕
が
出
来
た
ら
、

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

二
年
程
前
に
そ
の
機
会
が
あ
り
、
ピ
ン

ポ
ン
の
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。 

初
め
て
の
人
で
も
入
り
易
く
、
ラ
ケ
ッ
ト

の
持
ち
方
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

に
ぎ
や
か
に
い
い
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
マ
ス
ク
着
用
、
途
中
で
の
換

気
、
使
用
器
具
の
消
毒
等
出
来
う
る
限
り

の
体
制
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
て
地
域
の
人
た
ち
と
の
輪
が
広

が
り
、
言
葉
を
交
わ
す
事
、
身
近
に
活
動

が
出
来
る
場
所
が
あ
る
事
を
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
元
気
に
歳
を
重
ね
ら
れ
る
よ
う
に

願
い
な
が
ら
ピ
ン
ポ
ン
を
楽
し
ん
で
お
り

ま
す
。 

 

私
の
趣
味 

囲
碁 

 
 

 
 

 
  

西
部
班 

 
 

深深
田田  

  

正正  

  

 

鶴
ヶ
島
に
転
居
し
て
か
ら
１５
年
。
北
部

囲
碁
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
毎
週
土
曜
日
の

午
後
、
北
市
民
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
お

り
、
会
員
は
８０
代
を
含
め
八
段
か
ら
五
級

ま
で
２６
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。 

囲
碁
を
打
っ
て
い
る
時
は
、
最
善
手
を

求
め
、
全
て
を
忘
れ
る
事
が
出
来
ま
す
。

２
０
１
８
年
の
「
新
春
囲
碁
大
会
」
で
は

負
け
た
と
思
っ
た
碁
を
大
逆
転
し
優
勝
と

四
段
に
昇
段
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

市
内
囲
碁
大
会
が
年
３
回
あ
り
、
毎
回

40
名
程
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
大
学
生
で

八
段
の
人
な
ど
、
普
段
お
手
合
わ
せ
す
る

事
の
な
い
、
様
々
な
方
々
と
対
局
出
来
る

の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。 

 

当
ク
ラ
ブ
で
も
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り

若
い
世
代
で
関
心
あ
る
方
の
参
加
を
歓
迎

い
た
し
ま
す
。
ま
た
シ
ル
バ
ー
で
囲
碁
を

小
学
生
な
ど
に
教
え
る
機
会
が
あ
れ
ば
私

も
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
今
年
３
月
か

ら
、
囲
碁
ク
ラ
ブ
の
活
動
も
、
囲
碁
大
会

も
中
止
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
仲
間

た
ち
と
打
ち
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

富
士
見
班 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平平
澤澤  

重重  

  

も
と
も
と
趣
味
と
し
て
版
画
を
や
っ
て

お
り
、
退
職
後
テ
レ
ビ
番
組
か
何
か
で
切

り
絵
に
興
味
が
湧
き
、
独
学
で
本
格
的
に

始
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
作
品
は
花
、
昆

虫
、
風
景
、
祭
り
行
事
や
仏
像
等
と
幅
広

く
、
何
れ
も
題
材
を
ス
ケ
ッ
チ
や
写
真
か

ら
下
絵
を
作
り
、
今
迄
、
大
小
取
り
混
ぜ 

200
点
以
上
を
制
作
。
初
挑
戦
か
ら
の
作
品

群
を
拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
今
や

素
人
の
域
を
超
え
た
素
晴
ら
し
い
成
長
を

素
人
目
に
も
感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

な
お
「
か
ま
き
り
」
が
隠
れ
て
る
ら
し
い

の
で
す
が
、
探
し
て
み
て
下
さ
い
。 

ま
た
贈
答
用
包
装
紙
で
城
壁
を
イ
メ
ー

ジ
し
、
こ
の
コ
ラ
ボ
で
出
来
上
が
っ
た
の

が
「
お
城
」
よ
と
奥
様
よ
り
解
説
が
あ
り

ま
し
た
。
玄
関
正
面
に
飾
ら
れ
て
お
り
、 

お
客
様
お
迎
え
に
一
役
買
っ
て
る
の
は
、 

奥
様
の
セ
ン
ス 

 
 

 
 

 

で
し
ょ
う
か
、 

お
見
事
な
演
出 

で
し
た
。 

シシ
ルル
ババ
ーー
文文
芸芸  

俳俳
句句  

コ
ロ
ナ
禍
に 

旅
番
組
で 
秋
旅
行 

出
掛
け
た
く
と
も
出
掛
け
ら
れ
な
い
。
せ
め
て
目
と
心
だ
け
で
も
・
・
・ 

 

道
ば
た
の 

咲
く
花
を
見
て 

季
節
知
り 

最
近
四
季
が
よ
く
分
か
ら
な
い
が
草
花
は
時
が
く
る
と
咲
い
て
い
る 

 

松
ヶ
丘 

 
ああ
わわ
てて
んん
坊坊
将将
軍軍 
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請請負負・・派派遣遣  事事業業実実績績報報告告((令令和和２２年年４４月月かからら令令和和２２年年８８月月))  

※新型コロナウイルスに伴う緊急事態宣言発令など、その影響を余儀なく受けており、特に派遣事業は昨

年と比べ事業実績が減少傾向となりました。 

● 請請負負事事業業実実績績  

目標契約額は11,４00 万円でしたが、昨年同期比約９３％の1０,600 万円と減少となりました。 

受注件数は、昨年と比較し個人１３７件、民間２６件、公共８件と合計１７１件の減少となりました。 

年頭の目標である、高齢者に対応した請負事業の開拓を推し進めることとします。 

● 派派遣遣事事業業実実績績  

契約額は、同期比で昨年の2,900 万円に対し今期は2,600 万円の９０.２％と１０％近くの減少となり

ました。 

年間契約額目標は7,900 万円、８月現在の達成率は約４０％となっています。 

就業延人員は年間目標15,200 人日ですが８月現在5,754 人日と約３８％の達成率となっています。 
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配配分分金金及及びび給給与与支支払払日日  

【【就就業業月月】】      【【支支払払日日】】  

 

 

 

  

 

☆  配配分分金金・・給給与与明明細細書書はは、、相相談談室室

にに必必ずず取取りりにに来来ててくくだだささいい。。 

  
◆ 
令令
和和
22
年年
度度
理理
事事
会会
承承
認認
事事
項項
等等  

【【
第第
44
回回
理理
事事
会会
】】  

（
7
月
28
日
） 

① 

正
会
員
の
入
会
承
認 

② 

会
員
会
費
規
程
施
行
細
則
の
制
定
の

承
認 

【【
第第
55
回回
理理
事事
会会
】】    

（
8
月
25
日
） 

① 

正
会
員
の
入
会
承
認 

② 

公
益
社
団
法
人
鶴
ヶ
島
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
地
域
班
に
係
る
運
営

検
討
諮
問
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

承
認 

③ 

個
人
情
報
保
護
方
針
の
制
定
に
つ
い

て
承
認 

④ 

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
の

改
定
に
つ
い
て
承
認 

【【
第第
66
回回
理理
事事
会会
】】  

（
9
月
15
日
） 

① 

理
事
長
、
副
理
事
長
及
び
専
務
理
事 

の
職
務
執
行
状
況
の
報
告
を
承
認 

② 

正
会
員
の
入
会
承
認 

③ 

公
益
社
団
法
人
鶴
ヶ
島
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
及
び
監
事
候
補

者
選
考
諮
問
委
員
会
の
設
置
及
び
選

考
委
員
の
承
認 

④ 

埼
玉
県
最
低
賃
金
の
改
定
に
つ
い
て

承
認
（
令
和
３
年
４
月
か
ら
９２８
円
） 

   

 

毎
年
恒
例
の
年
末
行
事
で
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
中
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
美
味
し
い
豚
汁
を
い
た
だ
け
な
い

の
は
残
念
で
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                 

 

              

                                                       

                                   

       

会会員員募募集集ののごご案案内内  

【【  入入会会説説明明会会開開催催日日  】】  

★  10 月13 日（火） 

★  11 月10 日（火） 

★ 12 月 1 日（火） 

受付8 時30 分より 

開始9 時00 分より 

場所 当センターにて 

入会申込みは、後後日日個個別別のの面面接接会会を 

開催しますので、予めご承知ください。 

11月分→12月28日（月） 

12月分→ 1月29日（金） 

 

 

就就業業相相談談室室へへのの電電話話番番号号がが  

1100 月月かからら変変更更ににななりりまますす  

「就業相談室」に連絡する場

合(就業の窓口になる相談員

に連絡する等)は、 

☎☎228855--77778822になります。 

ご協力をお願いします。 

尚、「事務局」に電話する場合

（地域班のことなど）は、 

☎☎228855--88117722 のままです。 

 

1 月分→ 2月26日（金） 

2 月分→ 3月31日（水） 

☆☆  

おお
知知
らら
せせ  

☆☆  

1122
月月
はは
第第
22
回回
安安
全全
就就
業業
強強
化化
月月
間間
でで
すす  

『
ワ
ッ
ペ
ン
』
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。 

◆ 

2211
年年
度度
版版
会会
員員
手手
帳帳
のの
販販
売売  

金
額
２８２
円 

先
着
20
名
ま
で 

納
品
予
定
は
、
11
月
上
旬
頃 

現
金
と
引
き
換
え
と
な
り
ま
す
。。  

    

◆ 

らら
くく
らら
くく
健健
康康
ウウ
ォォ
ーー
キキ
ンン
ググ  

日
時 

11
月
7
日
（
土
） 

集
合
場
所 

当
セ
ン
タ
ー 

集
合
時
間 

8
時
50
分 

持
ち
物 

 

飲
み
物
、
帽
子
、
タ
オ
ル 

マ
ス
ク
、
動
き
や
す
い
服 

装
、
万
歩
計
（
持
っ
て
い 

る
方
） 

参
加
人
数 

20
人
程
度
（
先
着
） 

参
加
費 

 

無
料 

 

コ
ー
ス 

 

下
新
田
・
高
倉
周
辺 

（
総
距
離
5
㎞
程
度
） 

◆ 

第第
22
回回
職職
群群
班班
班班
長長
会会
議議  

日
時 

11
月
26
日
（
木
）
14
時
～ 

場
所 

当
セ
ン
タ
ー
に
て 

◆ 

花花
のの
寄寄
せせ
植植
ええ
講講
習習
会会  

日
時 

12
月
9
日
（
水
）
10
時
～ 

場
所 

当
セ
ン
タ
ー
に
て 

費
用 

1,500
円 

 

人
数 

20
名
程
度 

◆ 
セセ
ンン
タタ
ーー
年年
末末
年年
始始
のの
休休
暇暇
期期
間間  

12
月
29
日
～
1
月
3
日
ま
で 

 
 

 

事
務
所
は
お
休
み
を
致
し
ま
す
。 

 
 

 

就
業
報
告
書
等
の
提
出
は
、
玄
関
先
に

臨
時
ポ
ス
ト
を
設
置
し
ま
す
の
で
投
函

し
て
く
だ
さ
い
。 

◇ 

編編  

集集  

後後  

記記 

◇ 

秋
の
味
覚
を
満
喫
し
、
木
々
の
色
づ
き
で

心
を
彩
り
免
疫
力
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
を
心
が
け

な
が
ら
、
毎
日
が
安
心
・
快
適
に
過
ご
せ
る

よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

青) 

シシ
ルル
ババ
ーー
会会
員員
募募
集集
中中  

‼‼  

おお
知知
りり
合合
いい
のの
方方
へへ
おお
声声
掛掛
けけ
とと  

ごご
紹紹
介介
をを
おお
願願
いい
しし
まま
すす
。。  

又又
、、
皆皆
様様
のの
投投
稿稿
もも
大大
歓歓
迎迎
でで
すす
。。  

 

【【
職職
群群
班班
新新
副副
班班
長長
のの
ごご
紹紹
介介
】】  

   

職
群
班
・
草
む
し
り
C
班 

新
副
班
長 

 

増増
田田  

滋滋  

 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

◆ 

年年
末末
慰慰
労労
会会  

シシ
ルル
ババ
ーー
行行
事事
のの
ごご
案案
内内  

令和２年１０月         シルバーつるがしま              第８７号 
 

 ２  

                                 

                                 

                                 

                      

請請負負・・派派遣遣  事事業業実実績績報報告告((令令和和２２年年４４月月かからら令令和和２２年年８８月月))  

※新型コロナウイルスに伴う緊急事態宣言発令など、その影響を余儀なく受けており、特に派遣事業は昨

年と比べ事業実績が減少傾向となりました。 

● 請請負負事事業業実実績績  

目標契約額は11,４00 万円でしたが、昨年同期比約９３％の1０,600 万円と減少となりました。 

受注件数は、昨年と比較し個人１３７件、民間２６件、公共８件と合計１７１件の減少となりました。 

年頭の目標である、高齢者に対応した請負事業の開拓を推し進めることとします。 

● 派派遣遣事事業業実実績績  

契約額は、同期比で昨年の2,900 万円に対し今期は2,600 万円の９０.２％と１０％近くの減少となり

ました。 

年間契約額目標は7,900 万円、８月現在の達成率は約４０％となっています。 

就業延人員は年間目標15,200 人日ですが８月現在5,754 人日と約３８％の達成率となっています。 


